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れ
ｗ 

 
 

 
 
 

後
援
会
企
業
訪
問 

  

六
月
二
日
、
七
日
、
八
日
の
三
日
間
、
牧

田
塾
長
、
原
田
、
石
渡
両
副
塾
長
と
事
務
局

長
の
三
役
で
、
後
援
会
企
業
を
訪
問
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
年
は
梅
雨
入
り
が
早
く
な
り
、
特
に

二
日
は
台
風
二
号
の
影
響
で
大
雨
の
中
の

訪
問
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
全
て

の
企
業
で
温
か
い
対
応
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
の
お
礼
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
の
ご
協
力
の
お
願
い
を
し
て
き

ま
し
た
。 

               

 

清
見
潟
大
学
塾
後
援
会 

 
 
 
 
 

企
業
・
団
体
ご
芳
名 

  

・
伊
藤
商
事
（
株
） 

・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
株
） 

・
共
栄
火
災
海
上
保
険
（
株
） 

・（
株
）
久
保
田
石
材 

・
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
（
株
） 

・（
株
）
ク
ロ
ー
バ
ー
ト
ラ
ベ
ル 

・
剣
道 

鉄
誠
会 

・（
株
）
薩
川
組 

・（
株
）
静
岡
銀
行
清
水
支
店 

・
清
水
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
（
株
） 

・（
株
）
清
水
銀
行 

・
清
水
総
合
保
険
（
株
） 

・
昭
和
不
動
産
（
株
） 

・
書
道 

千
草
書
院 

・
鈴
与
（
株
） 

・
鈴
与
建
設
（
株
） 

・
鈴
与
商
事
（
株
） 

・
鈴
与
自
動
車
運
送
（
株
） 

・
清
和
海
運
（
株
） 

・
東
洋
冷
蔵
（
株
） 

・（
株
）
ニ
シ
ガ
イ 

・
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
（
株
） 

・
日
和
館 
庵
原
屋 

・
フ
ク
イ
文
具
店 

・
ホ
テ
ル
ク
エ
ス
ト
清
水 

 

 

・
三
井
・
ケ
マ
ー
ズ 

フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ(

株)
 

・
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

 
 

 
 

Ｍ
ｏ
ｏ―

ｂ
ｚ 

・（
株
）
ユ
ー
マ
ー
ト 

・
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
音
楽
院 

 
 
 
 
 
 

（
五
十
音
順 

敬
称
略
） 

  

清
見
潟
大
学
塾
は
、
前
記
企
業
等
の

社
会
貢
献
の
ご
厚
志
に
基
づ
く
後
援
会

費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

 
 

  

四
十
周
年
記
念
行
事 

中
止
の
お
知
ら
せ 

 

去
る
六
月
十
一
日
の
理
事
会
、
実
行
委
員

会
に
於
い
て
、
四
十
周
年
記
念
行
事
を
中
止

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
伝
り
、
休
講
や
活
動
の
制
限

が
あ
っ
た
為
、
講
師
間
の
交
流
も
少
な
く
、

会
場
の
確
保
も
難
し
い
為
今
回
は
中
止
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
五
十
周
年
に
向
け
て
、

早
目
の
準
備
を
皆
様
の
お
力
と
共
に
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
御
理
解
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

塾
長 

牧
田
ま
さ
子 

 

清見潟ニュース ７ 

清見潟大学塾事務局   

〒424-0817 静岡市清水区銀座 9-11 

TEL: 054-367-3588 / FAX: 054-367-3599 

URL: https://www.kiyomigata.sakura.ne.jp  

Mail: kiyomigata@cy.tnc.ne.jp  

㈱久保田石材 久保田純夫様と牧田塾長 
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出
演
し
ま
し
た 

   

二
胡
を
奏
で
る 

 
 

蓮
華
寺
池
公
園
で
の
演
奏
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
豊
子 

  

初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
中
、
五
月

初
旬
に
藤
枝
市
の
蓮
華
寺
池
公
園
で
藤
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
胡
教
室
の
池

ヶ
谷
愛
美
先
生
の
お
は
か
ら
い
で
、
清
見

潟
二
胡
教
室
の
有
志
四
名
が
ス
テ
ー
ジ
演

奏
に
参
加
し
ま
し
た
。
蓮
華
寺
池
公
園
に

は
立
派
な
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の

日
は
大
正
琴
、
詩
吟
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
三
味

線
等
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
も
あ
り
ま
し

た
。 

        

   

 

      

 

     

 

      

 

    

右
か
ら 

五
島
千
鶴
さ
ん 

岩
崎
美
恵
子
さ
ん 

加
藤
豊
子
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

常
木
朋
美
さ
ん 

 

 

私
達
四
人
は
衣
装
も
新
調
し
気
合
い
十

分
。「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を
含
む
四
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。
屋
外
で
開
放
的
な
雰
囲
気

だ
っ
た
せ
い
か
、
い
つ
も
よ
り
緊
張
せ
ず

演
奏
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
演
奏
後

に
は
池
ヶ
谷
先
生
か
ら
「
今
ま
で
で
一
番

良
か
っ
た
よ
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で

す
。 

 

追
伸 

二
胡
の
演
奏
依
頼
、
随
時
受
け 

付
け
て
い
ま
す(

笑)

。 

  
 

 

・
二
胡
を
奏
で
る 

 
 

 

・
第
二
・
四
（
木
）
十
三
時
半
～ 

 
 

 

・
岡
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 

 

・
講
師 

池
ヶ
谷
愛
美 

   
 

展
示
し
ま
し
た 

  
 
 
 
 
 

六
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 
 
 
 

興
津
生
涯
学
習
交
流
館 
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・
書
と
あ
そ
ぼ
う 

 
 
 

・
第
二
・
四
（
火
）
十
三
時
半
～ 

 
 
 

・
江
尻
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 
 

・
講
師 

柳
本
花
香 

 

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

・
筆
の
た
の
し
み 

・
書
道
「
蓬
会
」 

・
入
門
「
実
用
書
道
」 

講
師 

太
田
静
苑 

  

・
実
用
和
裁 

 
 
 
 
 

講
師 

木
下
か
つ
美 

 

清
見
潟
川
柳 

  

・
検
診
の 

 
 
 

ス
ト
レ
ス
寿
命
を 

縮
め
て
る 

 
 
 
 
 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム 

ま
だ
だ
よ
） 

 

・
半
額
の 

シ
ー
ル
に
つ
ら
れ 

 
か
ご
い
っ
ぱ
い 

 

・
値
が
上
が
り 

 
 
 

年
金
暮
ら
し
も 

音
を
上
げ
る 

 
 
 
 
 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム 

節
約
妻
） 

 

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

清
見
潟
大
学
塾
事
務
局
は
、
八
月
十
四
日 

月
曜
日
と
八
月
十
五
日
火
曜
日
が
お
盆
休

み
に
な
り
ま
す
。 

 

祭
日
（
山
の
日
）
土
、
日
で
五
連
休
に
な 

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

「
正
」
は
タ
ダ
シ
ク
な
い
と
読
む 

  

人
間
歳
を
取
る
と
次
第
に
頑
固
に
な
る

人
と
、
だ
ん
だ
ん
気
が
弱
く
な
る
人
が
い

る
。
頑
固
に
な
る
と
他
人
の
す
る
こ
と
が

な
ん
で
も
気
に
入
ら
な
く
な
り
、
何
で
も

自
分
の
方
が
正
し
い
と
思
い
込
む
よ
う
に

な
る
。
自
分
が
正
し
い
と
思
う
の
は
勝
手

だ
が
、
他
人
が
間
違
っ
て
い
る
と
決
め
つ

け
る
の
は
考
え
も
の
だ
。 

 

本
来
、「
正
」
を
「
タ
ダ
シ
イ
」
と
読
む

の
は
間
違
い
だ
。
本
当
は
「
タ
ダ
シ
ク
ナ

イ
」
と
読
む
の
が
タ
ダ
シ
イ
。
正
と
い
う
字

の
構
成
を
考
え
る
と
そ
の
意
味
が
理
解
で

き
る
。 

 

正
と
は
五
本
の
線
か
ら
出
来
て
い
る
。

上
の
「
一
」
は
天
を
意
味
し
、
下
の
「
一
」

は
地
を
表
す
。
上
の
「
一
」
は
「
天
の
理
」、

下
の
「
一
」
は
「
地
の
理
」
で
あ
る
。
こ
の

二
本
の
線
を
「
天
地
の
理
」
と
い
う
。
縦
の

「 

」
は
「
天
地
の
理
、
相
通
ぜ
ざ
る
処
あ

り
」、
下
の
「 

」
は
「
地
の
利
の
天
に
届

か
ざ
る
処
あ
り
」
と
解
す
る
。
つ
ま
り
正
と

い
う
字
は
「
天
地
の
利
、
相
通
ぜ
ざ
る
と
こ

ろ
あ
り
、
地
の
利
天
に
届
か
ざ
る
と
こ
ろ

あ
り
」
と
訳
す
。
中
国
人
は
こ
の
世
に
完
全

無
欠
な
ど
あ
り
え
な
い
と
い
う
哲
学
を
持

ち
、「
正
」
と
い
う
字
に
も
不
完
全
を
容
認

し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
天
地
の
理
を
、
天
地

の
間
に
あ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し

て
い
る
の
が
「
王
」
で
あ
る
。 

 

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
漢
字
を
中
国
か
ら

輸
入
し
文
字
と
し
て
使
っ
て
い
る
が
、
字

そ
の
も
の
の
持
つ
意
味
を
完
全
に
理
解
し

て
い
な
い
。
中
国
の
漢
字
は
世
界
で
唯
一

の
表
意
文
字
だ
。「
正
」
に
限
ら
ず
多
く
の

文
字
に
深
い
哲
学
が
あ
る
。 

そ
の
中
国
で
最
近
、
省
略
文
字
が
問
題

化
し
て
い
る
。
合
理
化
で
字
画
の
多
い
文

字
は
ど
ん
ど
ん
省
略
し
て
、
全
く
意
味
の

分
か
ら
な
い
文
字
が
氾
濫
し
て
い
る
。
省

略
し
た
文
字
を
読
め
な
い
老
人
と
、
古
い

漢
字
が
読
め
な
い
若
者
が
不
満
を
抱
き
衝

突
し
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
の
間
「
外
胎
」
と
い
う
漢
字
に
出
く
わ

し
た
。
外
胎
屋
で
あ
る
。
文
字
通
り
解
釈
す

れ
ば
子
宮
外
妊
娠
で
あ
り
、
産
婦
人
科
の

看
板
か
と
思
っ
た
ら
、
パ
ン
ク
修
理
屋
の

看
板
だ
っ
た
。
外
は
補
の
略
字
（
本
当
は
衣

編
に
ト
だ
が
下
手
く
そ
で
）、
胎
は
タ
イ
ヤ

の
こ
と
。
大
笑
い
だ
。
だ
か
ら
中
国
旅
行
は

や
め
ら
れ
な
い
。 

 

『
不
良
老
人
の
す
す
め
』
よ
り
抜
粋 

 

 
 

著
者 

故
大
石
正
路
（
第
二
代
塾
長
） 
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